
発達障害と生徒指導～自尊感情への配慮～ 0910 （生徒指導リーフより抜粋） 

発達障害やその傾向のある児童がいる学級では、学級担任や教科担任は次の２つの視点
での対応が求められます。 

① 「個別支援（個別指導）」に基づく対応･･･「つまずきやすい」児童に対して、個に即

した助言や支援を行う、取り出し授業や補習授業を行う等。 

② 「集団指導」に基づく対応･･･「つまずきやすい」児童だけでなく、 全ての児童が互

いの特性等を理解し合い、助け合って共に伸びていこうとする集団づくりを進める、分

かりやすい授業づくりを進める。 

 

集団指導を進める一方で、「困難」を感じている児童に対する個別支援も大切です。 

発達障害の特徴が見られる児童に対する支援として、次のようなものが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バランスのよい集団指導と個別支援 

集団を高めることを意識して行う集団指導と、個を高めることを意識して行う個別支援

との間には、車の両輪のような関係があります。どちらか一方に偏ることなく状況に応じ

バランスよく行うことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

学級づくり 

支援 

支援 

支援 

○発表はよくできるのに、簡単な文章を書くこと
ができない 
○視覚的な手掛かりがあれば取り組めるのに、
話を聞いただけでは活動できない 

○落ち着いて考えればできることでも、あわてて
取り組んでしまうため不注意な誤りが多い 
○多動や衝動性など、抑えきれない行動が多く
見られる 

○急な予定の変更があった場合、うまく対応が
できない 
○周囲の状況を見て対応することができず、ほ
かの児童と同じ行動がとれなかったり、指示に
従えなかったりすることが多く見られる 

○子どもが学びやすい手掛かりを工夫す
る 
○得意なこと好きなことを把握し、できて
いることを認める 

○行動面や感情面の自己コントロール
の仕方を一緒に考える 
○部分的にでもできていれば、本人の努
力を認める 

○予定変更の可能性がある場合には、 
あらかじめ伝えておくなど先の見通しを
もたせる 
○場面や状況ごとに、言葉かけや対処
の仕方について具体的に教える 
 
 

○授業規律を定着
させる 
○授業の見通しをも
たせる 
○視覚的な手掛か
りを示す 
○指示や説明をコ
ンパクトで分かりや
すいものにする   

○生活ルールを明確
にする 
○児童のよさを見付け
積極的に称賛する 
○違いを認め合う場を
重視する 
○落ち着いて過ごせる
教室環境を整備する 

授業づくり 

○特定の児童だけでなく全ての児童に対
する児童理解を図る 
○「困難」を感じている児童の背景を理
解する（視点：性格や社会性などの個人
的問題、発達障がいの特徴、家庭の問
題、人間関係に関する問題） 
○支援が必要な全ての児童を対象に、
個別の指導計画等を作成し、全教職員
による組織的な支援を行う  

個別支援 

集団指導 


